
船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

 

*1 「マーブル」とは、搭乗者が持ち手を掴
つか

んだ状態で横に並んで足を伸ばして座り、水上オートバイ等にえい
．．

航さ

れて水面を滑走し、スピード感や波を越える際の浮遊感を楽しむ背もたれ付きの大型浮体をいう。 

事故種類 被引浮体搭乗者負傷 

発生日時 令和７年９月２２日 １４時３０分頃 

発生場所 沖縄県本部
も と ぶ

町瀬底
せ そ こ

島東北東方沖 

 渡久地
と ぐ ち

港本部防波堤灯台から真方位３４０°７８０ｍ付近 

 （概位 北緯２６°３８.９′ 東経１２７°５２.４′） 

事故の概要  水上オートバイ V X R
ブイエックスアール

は、搭乗者３人が乗った浮体をえい
．．

航して

遊走中、搭乗者全員が落水して負傷した。 

事故調査の経過 令和７年９月２６日、主管調査官（那覇事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

水上オートバイ VXR、０.２トン 

 ２３０－５５１９９沖縄、株式会社沖縄マリンスポーツスルル（Ａ

社） 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長、特殊小型 

 負傷者 軽傷 ３人（搭乗者） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風速 約５m/s、視界 良好 

海象：波向 南、波高 約０.３ｍ 

 本部町には、令和７年９月２１日１０時２５分に波浪注意報（有義

波高２.５ｍ）が発表され、本事故当時も継続中であった。 

 事故の経過 (1) 本事故発生時の状況 

本船は、船長が１人で乗り組み、マーブル*1と称するトーイング

チューブ（以下「本件浮体」という。）に搭乗者３人（以下、本件

浮体の進行方向に向かって右側から順に「搭乗者Ａ」、「搭乗者

Ｂ」及び「搭乗者Ｃ」という。）を乗せ、長さ約１８ｍのロープで



えい
．．

航して瀬底大橋南方海域を遊走する目的で、Ａ社前の砂浜を

出発した。（写真２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 本件浮体 

 

 船長は、船首方の見張り及び搭乗者の状況確認を行いながら、

約１２～１３km/h の速力（対地速力、以下同じ。）で、搭乗者に掛

かる加速度が、‘搭乗者が落水しない経験上の許容最大加速度’

(以下「許容最大加速度」という。)の３割程度になるよう、本件

浮体を左右に振り、波を越えさせて遊走を行った。 

船長は、一通り遊走を終えた後、本船を本件浮体に寄せ、各搭

乗者に対して増減速の希望の有無を確認したところ、搭乗者側は

最高速力でのえい
．．

航を希望する旨を回答した。 

船長は、この際、搭乗者側に対し、横方向の力が強くなるの

で、持ち手をしっかり掴んでおくよう伝えた。 

船長は、遊走を再開した際、高速力に増速することは危険であ

ると考え、本船の速力を約２０km/h とし、加速度が許容最大加速

度の５割程度になるよう操船中、本船を右旋回させて本件浮体を

左方に振った後、後方を確認したところ、搭乗者全員が本件浮体

の左方に落水しているのを認めた。 

搭乗者Ｂは、落水の前は、持ち手をしっかりと握っていたつも

りであったが、本件浮体の振れ回りや波による上下動が激しかっ

たと思った。 

本事故当時、付近海上に浮流物は認められなかった。 

船長は、搭乗者の付近まで本船を近づけて様子を確認し、一旦

本船に乗せてから再び本件浮体に乗せることとした。 

船長は、各搭乗者に対してえい
．．

航ロープに掴まるよう伝え、同

ロープを引っ張って本船の方に引き寄せていたところ、搭乗者Ｂ

が頭部から出血していたので、搭乗者全員を本件浮体に乗せた

後、出発場所に戻った。 

本事故の発生を知ったＡ社のスタッフは、救急車の手配を行う

とともに、搭乗者Ｂの応急処置を行い、搭乗者３人は、到着した

救急車で病院に搬送され、搭乗者Ａは脳しんとう、搭乗者Ｂは後



頭部裂創等、搭乗者Ｃは外傷性くも膜下出血等とそれぞれ診断さ

れた。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

 

(2) 船長のえい
．．

航経験に関する情報 

   船長は、令和７年５月に小型船舶操縦免許証を取得し、Ａ社で

５０回程度のえい
．．

航練習（スタッフがトーイングチューブの搭乗

者となり、船長が速力や旋回径等によって搭乗者に掛かる加速度

の変化を感覚的に覚えるようにするもの。）を行った後、客を搭乗

させてえい
．．

航するようになり、本事故発生までに５００回以上の

えい
．．

航経験を有していた。 

   船長は、過去の本件浮体のえい
．．

航時において、搭乗者が落水し

た経験はなかった。 

(3) 船長の遊走開始前における説明状況 

   船長は、出発前に各搭乗者に対し、本件浮体の特性（横方向に

力が掛かること、波を越えて跳ね上がることなど）及び持ち手の

掴み方を説明するとともに、持ち手をしっかり掴んでおくよう伝

えていた。 

(4) Ａ社は、本事故当日、波浪注意報が発表されていることを知っ

ていたが、ふだんと同様、実際の海の状況を見て危険がないと判

断した。 

(5) 救命胴衣等の着用状況 

※国土地理院ウェブサイトの地理院地図を使用 

瀬底島 

沖縄県 

瀬底島 

● 

× 発生場所 

出発場所 

渡久地港本部防波堤灯台 ★ 

瀬底大橋 

500ｍ 



 
*2 海上保安庁 ウォーターセーフティガイド https://www6.kaiho.mlit.go.jp/watersafety/index.html 
*3 運輸安全委員会「水上オートバイが浮体をえい航する時の速度等について」 

https://jtsb.mlit.go.jp/setumei20190723.pdf 

運輸安全委員会「水上オートバイの浮体えい航時の挙動（ドローン映像から速度解析等）」 

https://jtsb.mlit.go.jp/jtsb/ship/ship-video.html 

   船長及び搭乗者は、全員救命胴衣を着用していた。 

Ａ社は、ふだんからトーイングチューブの搭乗者にヘルメット

を着用させていなかった。 

(6) トーイング遊具に関する安全情報 

海上保安庁がホームページで提供しているウォーターセーフ

ティガイド*2には、次のとおり記載されている。 

トーイング遊具からの落水や同乗者同士による衝突に備え、曳

航を行う操船者は、トーイング遊具に乗る人にライフジャケット

やヘルメットを必ず着用させましょう。 

また、運輸安全委員会が映像から解析した情報*3及び海上保安庁

提供のウォーターセーフティガイドによれば、浮体をえい
．．

航して

いる船舶が急旋回すると、浮体の速力が船舶の速力の約２倍に達

することがあるので、旋回時は十分に減速するよう注意喚起がな

されている。 

分析 (1) 船長は、各搭乗者に対し、出発前に本件浮体の特性及び持ち手

の掴み方を説明した上で持ち手をしっかり掴んでおくよう伝え、

また、一通り遊走を終えた後、搭乗者から最高速力でのえい
．．

航を

希望する旨の回答があった際、横方向の力が強くなるので持ち手

をしっかり掴んでおくよう、再度伝えたものと考えられる。 

(2) 搭乗者は、本事故当時、船長の説明のとおり、持ち手を強く掴

まなければならないと認識していたことから、両手で持ち手を掴

んでいたものと考えられる。 

(3) 船長は、搭乗者に掛かる加速度が許容最大加速度の５割程度と

なるよう、約２０km/h の速力として本船を右旋回させた際、本件

浮体が左方に振れて航走波上に移動したことから、搭乗者が、左

方に振られるとともに、波の上下動を受けて不安定な状態にな

り、落水した可能性があると考えられる。 

(4) 船長は、搭乗者の落水時の状況を見ていないことから、本事故

当時、船尾方に生じる波の状況を十分に確認していなかったもの

と考えられる。 

(5) 搭乗者３人は、いずれも頭部を負傷し、また、搭乗者が落水し

た場所に浮遊物等が認められなかったことから、落水した際、互

いの体が接触したものと考えられる。 

(6) (3)～(5)から、本船は、搭乗者３人を乗せた本件浮体をえい
．．

航

して遊走中、右旋回して本件浮体が左方に振れた際、搭乗者が左

方への強い力を受けながら波による激しい上下動を受け、搭乗者



 

全員が落水して負傷したものと考えられる。 

(7) 搭乗者３人は、いずれも頭部を負傷したことから、本事故時、

ヘルメットを着用していれば、負傷を防止、又は、負傷の程度を

軽減することができた可能性があると考えられる。 

原因 本事故は、本船がヘルメットを装着していない搭乗者３人を乗せた

本件浮体をえい
．．

航して遊走中、船長が船尾方に生じる波の状況を十分

に確認していなかったため、本船が右旋回して本件浮体が左方に振れ

た際、搭乗者が左方への強い力を受けながら波による激しい上下動を

受け、搭乗者全員が落水して互いに体を接触したことにより発生した

ものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・浮体をえい
．．

航する水上オートバイの船長は、増速して浮体を旋回

させる場合、水上オートバイの航走波及び周囲の波の状況を確認

しながら、慎重に操船に当たること。 

・浮体をえい
．．

航する水上オートバイの船長は、浮体の搭乗者に対

し、浮体が振れたときに横方向に大きな力が掛かること、波によ

る上下動によって不安定な状態になること及びそれらのことによ

る落水の危険性について丁寧に説明し、十分に理解を得ること。 

 ・浮体をえい
．．

航するマリンレジャーを提供する事業者は、浮体の搭

乗者にヘルメットを着用させること。 


